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ViewSonic をお選びいただき、 
ありがとうございます。

ビジュアルソリューションの世界的大手プロバイダーとして 30 年以上 
ViewSonic は、技術の進化、革新、そして簡単にするために、世界の期
待を上回ることに専心してきました。ViewSonic では、当社の製品が世
界に肯定的な影響を与える可能性を秘めていると信じています。そし
て、お客様が選択した ViewSonic 製品がお客様に役立つことを確信して
います。

繰り返しになりますが、ViewSonic をお選びいただき、ありがとうござ
いました。
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規制情報
FCC 準拠に関する声明
本製品はFCC 規則パート15 に準拠しています。操作は次の2 つの条件に規制されま
す: (1) 電波障害を起こさないこと、 (2) 誤動作の原因となる電波障害を含む、受信
されたすべての電波障害に対して正常に動作すること。
この装置はテストの結果、FCC 規制パート15 によるクラス B デジタル装置の制限
に準拠していることが証明されています。これらの制限は、住宅地区で使用した場
合に、有害な電波干渉から適正に保護することを目的としています。この装置は電
波を発生、使用しており、放出する可能性があるため、説明書に従って設置及び使
用しないと、無線通信を妨害することがあります。ただし、特定の設置条件で電波
干渉が起こらないという保証はありません。この装置がラジオやテレビの受信を妨
害している場合は ( 装置をオフ/ オンにして調べることができます)、次の方法のい
ずれかまたはいくつかの組み合わせを試し、妨害を正すことをお勧めします：
• 受信アンテナの方向や位置を変える
• 装置と受信機の距離を離す
• 受信機を接続している回路とは別の回路の差し込みに装置を接続する
• ラジオ/ テレビの販売店か経験ある技術者に相談する
警告: FCC 準拠に責任を持つ第三者からの明確な許可を受けることなく、本体に承
認されていない変更や改造が行われた場合には、本装置を使用する権利が規制され
る場合があります。

カナダ産業省（IC）宣誓書
CAN ICES-3 (B)/NMB-3(B)

欧州諸国のCE 適合性
装置はEMC 指令2014/30/EU および低電圧指令2014/35/EU に準拠してい
ます。

以下の記述はEU 加盟国にのみ適用します。
このマークは、電気電子機器廃棄指令2012/19/EU (WEEE)に準拠していま
す。
マークは、使用済みまたは廃棄バッテリーまたはアキュムレーターを含む
装置を、分別しない都市廃棄物として処分することをせず、回収と再利用
できる収集システムを使用する要求を示します。
この装置に含まれるバッテリー、アキュムレーターとボタン電池に化学記号
Hg、CdまたはPbが表示されている場合、それはバッテリーに0.0005%以上
の水銀または0.002%以上のカドミウムまたは0.004%以上の鉛といった重金
属を含んでいることを意味します。
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RoHS2 準拠の通知
本製品は、電気および電子機器 (RoHS2 指令) に含まれる危険物質の使用の制限に
関して、欧州議会および欧州委員会の指令 2011/65/EU に準拠して設計され製造さ
れ、次に示すように欧州技術適合委員会 (TAC) が発行した最大濃度値を遵守してい
ると見なされています。

物質 提示された最大濃 実際の濃度
鉛 (Pb) 0.1% < 0.1%
水銀 (Hg) 0.1% < 0.1%
カドミウム (Cd) 0.01% < 0.01%
六価クロム (Cr6+) 0.1% < 0.1%
多臭素化ビフェニル (PBB) 0.1% < 0.1%
ボリ臭素化ジフェニルエーテル (PBDE) 0.1% < 0.1%

上に示した製品の成分の一部は、次に示すように RoHS2 指令の付録 III で免除され
ています。
免除された成分の例を、次に挙げます。
1. 以下を超えない、特殊目的用の例陰極蛍光灯と外部電極蛍光灯の水銀(CCFLと

EEFL) (ランプごと):
(1) 短距離(≦500 mm): 最大3.5 mg (ランプごと)。
(2) 中距離(＞500 mmと≦1,500 mm): 最大5 mg (ランプごと)。
(3) 長距離(＞1,500 mm): 最大13 mg (ランプごと)。

2. 陰極線管のガラスの鉛。
3. 重量で0.2%を超えない蛍光灯のガラスの鉛。
4. 最大0.4%の鉛(重量)を含むアルミの合金化元素としての鉛。
5. 最大4%の鉛(重量)を含む銅合金。
6. 高い融点タイプのはんだの鉛(つまり、重量で85%以上の鉛を含む鉛ベースの合
金)

7. ピエゾエレクトロニクスデバイスなどのコンデンサ内、またはガラスまたはセ
ラミックマトリクス複合体で、ガラスまたは誘電セラミック以外のセラミック
に、鉛を含む電気および電子コンポーネント。
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重要な安全な指示
1. 説明書を読んでください。
2. 説明書を保管してください。
3. 全ての警告に留意してください。
4. 全ての指示に従ってください。
5. 本体を水の近くで使わないでください。
6. 柔らかい、乾いた布で清掃してください。
7. 通気口を塞がないでください。メーカーの指示に従って本体をインストールし
てください。

8. ラジエーター、熱交換機、ストーブまたは熱を発生する他の装置(アンプを含む)
の近くには、設置しないでください。

9. 極性付きまたは接地タイプのプラグの安全構造を破壊しないでください。極性
付きプラグは、2本のブレードの一方が幅広くなっています。接地タイプのプラ
グは、2本のブレードと第3の接地用接点を備えています。広いブレードと第3の
接点は、安全のために用意されています。付属のプラグがコンセントに入らな
い場合、旧式のコンセント交換について電気技術者にご相談ください。

10. 電源コード、特にプラグは踏まれたり挟まれたりしないよう保護してくださ
い。本体から近くて便利な取り外し可能な場所を探します。コンセントが本体
付近に位置するようにしてください。

11. 製造元の指定する付属品/アクセサリのみを使用してください。

12. カート、スタンド、三脚、ブラケットまたはテーブルは、メーカー指
定か、または本体と共に販売されている物を使用してください。カー
ト使用の場合、転倒による怪我を防止するため、カートと本体の組合
せを移動するときに注意してください。

13. 長期間本体を使用しない場合、プラグを抜いてください。
14. サービスは資格のある人員にお問い合わせください。本体がどんな形であれ損
害を受けたとき、例えば電源コードまたはプラグが損傷した場合、本体に液体
がこぼれたり、物が落ちたりした場合、本体が雨または湿気にさらされた場
合、あるいは本体が正常に動かないか、落下した場合などのいずれでも、サー
ビスを受けることが必要です。
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著作権情報
著作権 ViewSonic Corporation, 2018. 版権所有。
Macintosh 及び Power Macintosh はアップル社の登録商標です。
Microsoft、Windows 及び Windows ロゴは米国及び他諸国のマイクロソフト社の登
録商標です。
ViewSonic 及び 3 羽の鳥のロゴは ViewSonic 社の登録商標です。
VESA は Video Electronics Standards Association の登録商標です。
DPMSおよびDDCはVESAの登録商標です。
PS/2、VGAおよびXGAは、International Business Machines Corporationの登録商標
です。
免責事項：ViewSonic社は、記載事項に含まれる技術上または編集上の誤りや省略
に関する責任は負いません。また、内容の実行や製品の使用から来る付随的、派生
的な損害に関する責任は一切負いかねます。
継続的な製品改善のために、ViewSonic社は断りなく製品仕様を変更する権利を留
保します。この文書の情報は無断で変更される場合があります。
ViewSonic社による事前の書面による承諾がない限り、いずれの目的でもこの文書
をコピー、複製、転送することはできません。
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製品登録
将来の製品ニーズを満たすため、そして、追加の製品情報が利用可能になった時に
それを受け取るため、ViewSonic 社ウェブサイト上でお住まいの地域のセクション
を参照し、お使いの製品をオンラインで登録してください。
お使いの製品を登録することにより、今後カスタマサービスのニーズに対して準備
することができます。
このユーザーガイドの「あなたのための記録」セクションを印刷し、情報を記入し
てください。
ディスプレイのシリアル番号は、ディスプレイの背面にあります。追加情報は、このガイ
ドの「カスタマサポート」セクションを参照してください。

控え用
製品名： PX700HD/PG700WU/PG705HD/PG705WU

ViewSonic DLP Projector
型番： VS17054/VS17346/VS17058/VS17060
文書番号： PX700HD/PG700WU/PG705HD/PG705WU_UG_JPN Rev. 

1B 09-13-18
シリアル番号： ________________________________________
購入日： ________________________________________

製品寿命が切れたときの製品廃棄
この製品のランプは、人と環境に有害となる水銀を含んでいます。地元、県、およ
び国の法律に基づき、注意して処分してください。
ViewSonicは環境を尊重し、グリーンの仕事、生活をお約束します。よりスマート
な、よりグリーンのコンピューティングをサポートしてくださりありがとうござい
ます。より詳細は、ViewSonicウェブサイトにアクセスしてご参照ください。
米国& カナダ: http://www.viewsonic.com/company/green/recycle-program/
ヨーロッパ: http://www.viewsoniceurope.com/eu/support/call-desk/
台湾: http://recycle.epa.gov.tw/
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13. 通気孔をふさがないでください。通気孔がふさがれると、プロジェクターの
内部が過熱し、火災が発生することがあります。

-  本製品をブランケットなどの寝具類、または他の柔らかい物の上に置かない
でください。 

-  本製品の上に布などをかぶせないでください。 

-  プロジェクターの近くに可燃物を置かないでください。   

14. 使用時は必ず装置を水平な平面上に置いてください。
-  左右の傾きが 10 度、または前後の傾きが 15 度を超える状態で使用しないで
ください。完全に水平になっていない状態でプロジェクターを使用すると、
ランプが故障したり破損したりすることがあります。

15. 装置を縦向きにしないでください。縦向きにするとプロジェクターが倒れ、
けがをしたり、プロジェクターが破損したりする恐れがあります。

16. 装置の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。装置が物理的に破損
するだけでなく、事故やけがの原因になります。

17. プロジェクターの上または近くに液体を置かないでください。プロジェク
ター内部に液体がこぼれると故障の原因になります。プロジェクターが濡れ
てしまった場合は、コンセントからプラグを抜いて、お近くのサービスセン
ターに補修を依頼してください。

18. 本製品を天井に取り付けて、画像を反転投写することができます。 

天井に取り付ける場合は、専用の天井取り付けキットを使用し、しっかりと固定してくだ
さい。 

19. プロジェクターが作動しているときには、通気孔から熱風と臭気を感じる場
合があります。これは正常な状態であり、製品の欠陥によるものではありま
せん。

20. 搬送や取り付け時にセキュリティバーを使用しないでください。市販の盗難
防止用ケーブルをお使いください。 

21. 注意
この製品からは、光放射が放出される可能性が
あります。作動中のランプを見つめないでくだ
さい。視覚障害を起こす可能性があります。 
Risk Group 2。他の光源同様、直接光線を見つめ

ることはお止めください。RG2 IEC 62471-5:201

注意

• この装置は接地されていなければなりません。

• 本体を取り付ける際は、プラグが外してあるデバイスを固定配線に接続するか、または本体の
近くにあり容易に手の届く場所にあるコンセントに接続してください。本体操作時にエラーが
発生した場合は、コンセントから抜いたデバイスを操作して電源をオフにするか、電源プラグ
をコンセントから抜いてください。

プロジェクター天井取り付けにおける安全のための
ご注意

本プロジェクターを安心してお使いいただくために、ここに記載する注意をよく
お読みになり指示にしたがってください。

プロジェクターを天井に取り付ける場合は、適合する天井取り付けキットをお使
いになり、しっかりと確実に設置してください。

適合しない天井取り付けキットをお使いになると、ゲージやネジの長さが正確で
ないためプロジェクターが正しく固定されず落下してしまう恐れがあります。
3



プロジェクター天井取り付けキットは、プロジェクターを購入された販売店でお
買い求めいただけます。また別途セキュリティ ケーブルをお求めになり、プロ
ジェクターの盗難防止用ロックスロットと天井取り付けブラケットのベースをセ
キュリティケーブルでしっかりと繋いでおくことをお薦めします。このようにし
ておくと、万一天井取り付けブラケットが緩んでしまった場合にも、プロジェク
ターを補助的に支えることができます。
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はじめに

プロジェクターの特長
このプロジェクターは高性能な光学エンジン投写技術とユーザーフレンドリーな
設計を統合しており、高い信頼性と使いやすさを実現しています。

購入された製品によっては、ご使用いただけない機能があります。実際の性能は、モデルの性能に
より異なります。

• 省エネ機能は、一定時間入力信号が検出されなければ、ランプの電力消費量を
最大で 70% も低減します。

• プレゼンテーション時間を管理するためのプレゼンテーションタイマー
• プロジェクターの状態をリモートコンピュータから管理できる LAN 設定

• 3D ディスプレイに対応

• カラーマネージメントにより色を自在に調整
• 省エネモードがオンのとき、電力消費量が 0.5 W 以下

• あらかじめ定義された数種類の色から壁面の色を選択できる壁の色補正
• 直ちに信号検出ができるクイック自動検索機能
• 投写目的に応じて調整可能なカラーモード
• 最善の画質で表示するワンキー自動調整機能（アナログ信号のみ）
• 画像の歪みを補正するデジタルキーストーン補正
• データ / ビデオ表示を調整可能なカラー管理コントロール

• 10.7 億色を表示可能

• 言語を選択できるオンスクリーンディスプレイ (OSD) メニュー

• 消費電力を節約する標準 / 省電力モードの切り替えが可能

• コンポーネント HDTV との互換性 (YPbPr)
• HDMI CEC (Consumer Electronics Control) 機能は、プロジェクターとプロジェク

ターの HDMI 入力に接続された CEC 互換の DVD プレーヤー機器との間で電源

のオン / オフを同期します。

投写イメージの明るさは、周辺光の状態および選択した入力信号のコントラスト / 輝度設定によっ

て変わります。また投写距離の影響を直接受けます。

ランプの明度は時間の経過に伴い暗くなります。また明度はランプ製造元の仕様によって異なりま
す。これは異常ではなく、正常で予期される変化です。

パッケージ内容
1. プロジェクター
2. 電源コード
3. クイックスタートガイド
4. リモコンと電池
5. VGA ケーブル

6. 交換用ランプ（別売り）（ランプを交換する場合は、専門の技術者に依頼し
てください。）

7. 携帯用ソフトケース（別売り）
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制御装置および機能

プロジェクター

• 電源

スタンバイモードと電源オンの状態を
切り替えます。

• / （台形補正キー）

投写角度によって生じる画像の歪みを
手動で修正します。

• 左 / 右 / 上 / 下

オンスクリーン ディスプレイ (OSD) 
メニューが有効なとき、メニューアイ
テムを選択し、調整を行うことができ
ます。

• Menu

オン スクリーン ディスプレイ (OSD) 
メニューをオンにします。 

• Exit

前の OSD メニューに戻ったり、終了

してメニュー設定を保存します。

• Source

ソース選択バーを表示します。

• （ヘルプ）

3 秒間の長押しでヘルプメニューを表

示します。

• Blank

スクリーンの画像を非表示にします。

• Enter

OSD メニューが有効なとき、選択し

た OSD メニューアイテムを有効にし

ます。

• （音量を上げる）

音量を上げます。

• （音量を下げる）

音量を下げます。

フォーカス
リング

電源インジケーターライト

ランプインジケーターライト温度インジケーター
ライト

ズーム
リング投写レンズ

通気（熱風排気）
6
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